











































































地 （現小金井市中町 1丁目13番地） が、小説の
主人公・秋山 （旧姓宮地） 道子が住む家のモデ
ルであるとされることが多いようだ。










































































































































































































































































































































































































































































上記 1） 及び 2） の結論から小説の舞台とし
て設定された場所（国分寺駅と武蔵小金井駅の
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よれば、富永謙治には三男二女がおり、長男の
太郎は詩人であったが肺結核のため24歳で亡
くなり、三男・三郎は作曲家であった。これに
対し、宮地新三郎には二男一女の子供があり、
長男俊一は24歳で肺結核のため死亡し、次男
慶二も作曲家志望であったがやはり24歳で死
亡している。このように両家族の間にはいくつ
かの類似点がある。
むろん大岡 （1950） 自身が述べているように、
『武蔵野夫人』はフィクションで、小説中に描
かれる事件や筋書きなどは富永家とは何ら関係
はないのだろう。そこで、おそらく旧知の間柄
である富永家にあらぬ誤解が生じ、迷惑がか
かってはいけないという配慮から、意図的に舞
台となる場所を実際の位置から少しずらし、国
分寺駅と武蔵小金井駅の中間に設定したのでは
ないだろうか。結果的には、そのことが作品の
舞台となった「はけ」の家の特定を難しくし、
富永邸説と中村邸説という二つの説を生み出し
たのではないかと考えられる。
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